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今年もあと一ヵ月弱を残すだけとなりました。時間の経つのが早くて驚きます。新型コロナ肺炎が少し落ち着
いたかと思った矢先に、オミクロン株の出現があり、なかなか新型コロナを忘れさせてはくれませんね。しかし、
地道に対応していくしかないかと思います。オミクロン株に関しては、感染力は上がるようですが、重症度は上
がらない可能性もあり、情報に注視したいと思います。なにはともあれ、今年一年間、お世話になりました。皆
様にとって良い年の瀬となりますよう、お祈り申し上げます。

メタバース ・ マトリックス

最近、メタバースという言葉を耳にすることが多くなりました。この言葉は、コンピューターの仮想空間でのサー
ビスという意味のようです。そういえば、最近、以前に流行った「マトリックス」という映画の再放送があり、うちの
子どもは真剣に見入っていました。マトリックスという映画の世界は、仮想現実が現実に置き換わった世界なの
で、まさに近未来的なメタバースの世界と言えるでしょう。ただし、映画のマトリックスは、枠組みとして仮想現実
を設定していますが、内容はキリスト教的な世界観でもあるところが面白いですね。

主人公 ネオ 救世主
主人公の恋人 トリニティ 三位一体
預言者の守り人 セラフ セラフィム

この他にも、預言者は救世主の出現を預言しますし、ザイオンはノアの箱舟のようですね。すべてが聖書でも
ないようで、モーフィアス（モルフェウス）やナイオビ（ニオベ―）はギリシャ神話、ネブカドネザルは古代バビロニ
アです。最先端の仮想現実の映画を作る際に、聖書やギリシャ神話が背景になるなんて、人間世界は科学を
纏っていても、基本は変わらないと読み取れます。マトリックスの世界でも、根本的な問題は善と悪であり、支配
と服従、初まりと終わり、愛や自由意志の問題でもあるのです。マトリックスという映画が大ヒットしたのは、未来
社会の設定の面白さ、派手なアクションがあるのですが、もう一方で、根柢に哲学的、宗教的なテーマを悪びれ
ずに据えているというところにあると思われます。

普通は、こんなに見え見えの宗教的なテーマが示されると拒否感が生
まれると思うのですが、未来のパラレル・ワールドともいえる世界を設定
することで、逆に自然に受け容れられるところが不思議です。反対に、
ほんの少しの未来であると、基本線から逸脱してしまうというか、それま
で積み上げてきた人間社会のアンチテーゼの部分が表面に出てくるよ
うに思います。最近取りざたされるメタバースの世界が、そうならなけれ
ば良いのですが。

三次元の世界でなくても、ユーチューブを見ていると、うっそうとした竹
林の竹を伐採して機械で砕くとか、庭の排水のために大きな穴を掘ると
か、家のリフォームでフローリングの床を貼るとか、動きとしては単純な
ものでも飽きずに見ていることができます。きっと、無声映画を最初に見
た人たちも、特段のストーリーや新規性がなくても、映像を見ること自体
を楽しんだのではないでしょうか。人間の根本は、科学では変わらない
のかもしれません。



MEMO 12月のがん化学療法科の予定

12月2日 診療応援（平出先生）
12月7日 診療応援（佐々木先生）
12月9日 診療応援（平出先生）
12月14日 診療応援（工藤先生）
12月16日 診療応援（平出先生）
12月21日 診療応援（佐々木先生）
12月23日 診療応援（平出先生）
12月28日 診療応援（佐々木先生）

12月29日から1月3日 休診となります。

掲載記事の無断転載を禁じます

食道癌の一次治療の変更点

今年の年末は、消化器癌の薬物療法にとっては変化の大
きい年末で、食道癌の一次療法に化学療法との併用でペン
ブロリズマブが承認されました。ペンブロリズマブは免疫
チェックポイント阻害剤です。今回の変更で、免疫チェックポ
イント阻害剤には特有の副作用がある他に、併用の化学療
法が５FU＋シスプラチンの3週投与法で、かなり容量強度
が強いものなので、全身状態の良い方が対象となるかと思
われます。

食道癌に関しては、術後補助療法としてニボルマブ単独
療法も承認されましたので、胃癌、食道癌ともに免疫チェッ
クポイント阻害剤を使う場面が大幅に増える形になるかと
思います。

胃癌の一次治療の変更点

胃癌の一次治療に関して、化学療法にニボルマブを上乗
せすることで治療成績が改善することから、ニボルマブという
免疫チェックポイント阻害剤が、胃癌一次治療への承認とな
りました。

併用する化学療法は、主にカペシタビン＋オキサリプラチ
ン療法かmFOLFOX6療法になります。また、国内的には
ティーエスワン＋オキサリプラチン療法も併用療法として可
能になります。

薬剤が増える分、効果が上がる可能性がありますが、副作
用に関しても免疫チェックポイント阻害剤には特有の副作用
があるため、注意は必要になるかと思われます。

HER２陽性胃癌 HER２陰性胃癌

カペシタビン ＋ シスプラチン ＋ニボルマブ療法

mFOLFOX6 + ニボルマブ療法

ティーエスワン＋オキサリプラチン
＋ニボルマブ療法

胃癌一次療法

進行・再発食道癌の一次療法

５FU ＋シスプラチン療法

５FU ＋シスプラチン ＋ ペンブロリズマブ療法

食道癌術後補助化学療法

ニボルマブ療法


